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参考１
医療計画中間見直しに係る

在宅医療（訪問診療）の需要の推計方法

１ 基本的な考え方
在宅医療（訪問診療）の体制整備を進めるに当たっては、地域医療構想を推進す

る中で、病床の機能分化・連携が進むことに伴い増加する需要（新たなサービス必
要量）の受け皿整備が必要であることから、医療計画中間見直しに際して、第８期
介護保険事業（支援）計画と訪問診療の需要や介護サービスの種類ごとの量の見込
みが、それぞれの計画の間で整合的な設定となるよう、訪問診療の新たなサービス
必要量の再推計を行いました。
その上で、高齢化の影響による増加見込みと合わせて、訪問診療の需要を推計し

ました。

２ 推計方法

（１）地域医療構想の推進による訪問診療の新たなサービス必要量 （単位：人分）

① 国から示された令和７年（2025年）の機械的試算を基に推計

国では、療養病床や一般病床の患者のうち、令和７年度までに、外来診療、
訪問診療及び介護施設での対応が見込まれる必要量を推計

北海道 ２３，４６１.７

※このうち、一般病床から生じる新たなサービス必要量については、外来
医療により対応するものとして見込むことを基本とする旨示され、道でも
同様に取り扱うこととした。

外来対応分 ６，７３０.４

② 令和７年（2025年）の訪問診療、介護施設で対応する需要

２３，４６１.７－ ６，７３０.4＝ １６，７３１.３

③ 令和５年までの必要量は、期間を考慮して②を按分して算出
令和５年 １２，５４８．５

【１６，７３１．３×６／８（H30年～R７年度までの８年間までのうち６年）】

④ 介護医療院、老人保健施設、特別養護老人ホームへの転換見込み
全道調査結果により推計※（令和２年５月国調査）

令和５年 ２，１０７．８
令和７年 ２，１７５．３

※療養病床の利用率を９０％として、「（転換予定の病床数）×０．９」
で推計
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（２）高齢化の影響による増加見込み

（３）訪問診療の需要の推計

⑤ 訪問診療及び介護施設（転換分を除く）で対応する必要量
【（③－④）・（②－④）】は、療養病床を退院した患者の退院先に関する現状
のデータ（病床機能報告（北海道分））を活用して按分

訪問診療対応：介護施設対応＝５８．５％：４１．５％

⑥ 訪問診療の新たなサービス必要量
令和５年 ６，１０８【（③－④）×５８．５％】
令和７年 ８，５１５【（②－④）×５８．５％】

① 地域医療構想で推計した需要
平成２５年 ２９，０６０
令和７年 ４２，７６６

※令和７年－平成２５年の差（①”）
４２，７６６－２９，０６０＝１３，７０６

② 令和５年の需要は、①を年数により按分し推計
令和５年 ４０，４８２

【（①”１３，７０６×１０／１２）＋Ｈ２５ ２９，０６０】
※平成２５年から令和７年度までの１２年間のうち１０年

（１）及び（２）を合わせて訪問診療の需要としました。
令和５年 ４６，５９０
令和７年 ５１，２８１

※各二次医療圏の需要については、全道の訪問診療の需要を、令和７年
（２０２５年）における新たなサービス必要量の外来対応分を除く全道
数値（（１）の②の１６，７３１.３）に対する各医療圏の数値割合によ
り按分して推計
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医療計画の中間見直しに係る
在宅医療（訪問診療）の新たなサービス必要量の再推計方法

①障がい者・難
病患者数

②療養病床の
入院患者数

③一般病床で
Ｃ３基準未満の
患者数

④現時点で訪問診療
を受けている患者数

⑤現時点の
老健施設の
入所者数

医療区分
１の70%

回復期

リハ病棟
の患者数

地域差の
解消

平成25年

新たなサービス必要量 国の単純推計（北海道） 23,461人分令和7年

外来（医療）
で対応

16,731人分

今後、新たなサービス必要量に見込まれる部分

6,730
人分

基本的に療養病床から介護医療院等
へ移行によるもの （調査を基に推計）

介護施設

５８．５％４１．５％

※ 訪問診療の需要（推計）は、在宅医療の提供体制「2 課題」に記載
※ 需要の伸び率から設定した目標は、「在宅医療の提供体制」「4 数値目標等」」の「訪問診療を実施している
医療機関数」や「訪問診療を受けた患者数」の目標値に記載

療養病床を退院した患者
の状況から推計
（病床機能報告）

【訪問診療の追加的需要】

R５ 6,108人分
R７ 8,515人分

在宅医療
（訪問診療）

29 30年度 令和元年度 2 3 4 5 6 7

在宅医療の整備目標の設定プロセスについて（全体像）

• 2025年に向け、在宅医療の需要は、「高齢化の進展」や「地域医療構想による病床の機能分化・連携」に伴い、大
きく増加することが見込まれている。

• 医療計画、介護保険事業（支援）計画では、増大する需要に対応する在宅医療・介護サービスを確保するため、都
道府県と市町村が連携・協議し、両計画に段階的な目標・サービス見込み量を設定することとした。

第７次 医療計画 （中間見直し）

第７期 介護保険事業(支援)計画 第８期 介護保険事業(支援)計画

第８次 医療計画

第９期 介護保険事業(支援)計画
地域医
療構想

訪問診療を利用する患者の
高齢化の影響による増加見込み

病床の機能分化・連携に伴い生じる
介護施設や在宅医療等の

新たなサービス必要量

令和7（2025）年
42,766人

令和7（2025）年
8,515人

在宅医療
の需要

将来必要となる訪問診療の需要に対応するための段階的な目標として、
令和５年度末における訪問診療を実施する医療機関に関する数値目標値と、その達成に向けた施策
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参考資料２

「北海道医療計画〈中間見直し〉」の策定の経過

年 月 日 内 容

○北海道総合保健医療協議会 第１回 地域医療専門委員会令和２年５月
（計画の見直しの考え方・スケジュール）

２年６月 ○北海道総合保健医療協議会 総会（計画の中間見直しの今後の協議予定）

○北海道総合保健医療協議会 第２回 地域医療専門委員会（計画〈中間見直し〉
２年７月

の骨子）

○北海道総合保健医療協議会 第３回 地域医療専門委員会（計画〈中間見直し〉素案

（たたき台））

２年９月
○各保健医療福祉圏域連携推進会議における協議

（計画〈中間見直し〉の骨子・介護施設、在宅医療（訪問診療）の新たなサービス

必要量）

２年10月 ○北海道総合保健医療協議会 第４回 地域医療専門委員会（計画〈中間見直し〉素案）

２年11月 ○北海道医療審議会への報告（計画〈中間見直し〉素案）

○ 道民意見募集（パブリックコメント）

[期 間：令和２年１２月７日～令和３年１月７日]

３年12月

～３年１月 ○北海道保険者協議会から意見書提出（令和３年１月１２日）

○各保健医療福祉圏域連携推進会議における協議（計画〈中間見直し〉素案）

○北海道総合保健医療協議会 第５回 地域医療専門委員会（計画〈中間見直し〉案）
３年２月

○北海道総合保健医療協議会 総会（計画〈中間見直し〉案）

○北海道医療審議会への諮問（計画〈中間見直し〉案）

３年３月 ○北海道医療審議会からの答申

○北海道医療計画〈中間見直し〉の決定、告示
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北海道総合保健医療協議会 委員名簿

【令和元年（2019年）７月就任（常任委員）／令和３年（2021年）３月現在】

協議会 氏 名 所 属 等 役 職
地域医療

履 歴

専門委員会

青 木 秀 俊 北海道医師会 常任理事

荒 木 啓 伸 北海道医師会 常任理事 ○

副会長 生 駒 一 憲 北海道大学医学部 教授

伊 藤 利 道 北海道医師会 常任理事 ○

上 田 順 子 北海道看護協会 会長 ○

岡 部 實 裕 北海道医師会 常任理事

岡 本 征 仁 全国消防長会北海道支部 支部長 R2.5.14就任

沖 津 正 尚 北海道歯科医師会 理事

奥 村 利 勝 旭川医科大学 教授

北 川 善 政 北海道大学歯学部 教授 ○

北 野 明 宣 北海道医師会 常任理事

桑 島 昭 文 厚生労働省北海道厚生局 局長 R1.12.19就任

小 谷 勝 北海道歯科医師会 常務理事

櫻 井 晃 洋 札幌医科大学 教授 ○

佐 古 和 廣 北海道医師会 副会長 ◎委員長

笹 本 洋 一 北海道医師会 常任理事 ○

柴 田 達 夫 北海道町村会 常務理事 ○

角 江 信 彦 北海道歯科医師会 理事

竹 内 伸 仁 北海道薬剤師会 会長

田 西 亨 北海道歯科医師会 常務理事

辻 喜 久 札幌医科大学 教授 ○ R2.6.2就任

中 川 幸 恵 北海道栄養士会 会長

会 長 長 瀬 清 北海道医師会 会長

中 村 博 彦 北海道病院協会 理事長 ○

成 松 英 智 札幌医科大学 教授

西 隆 一 北海道歯科医師会 副会長 ○

林 克 徳 北海道警察本部 地域部長

橋 本 洋 一 北海道医師会 常任理事

長谷部 直 幸 旭川医科大学 教授 ◎副委員長
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【令和元年（2019年）７月就任（常任委員）／令和３年（2021年）３月現在】

協議会 氏 名 所 属 等 役 職
地域医療

履 歴

専門委員会

深 澤 雅 則 北海道医師会 副会長

深 津 恵 美 北海道看護協会 副会長 R2.8.4就任

藤 井 美 穂 北海道医師会 常任理事 ○

藤 田 智 旭川医科大学 教授

藤 原 秀 俊 北海道医師会 副会長

松 岡 伸 一 全国自治体病院協議会北海道支部 支部長 ○

水 谷 匡 宏 北海道医師会 常任理事 ○

三 戸 和 昭 北海道医師会 常任理事

目 黒 順 一 北海道医師会 常任理事

森 下 清 文 北海道地方・地域センター病院協議会 会長 ○

山 田 武 志 北海道薬剤師会 常務理事 ○

山 科 賢 児 北海道医師会 常任理事

吉 澤 政 昭 北海道市長会 事務局長 ○

臨時委員 秋 田 弘 俊 北海道大学病院 病院長 ○ R2.5.1就任

臨時委員 加 藤 智 章 北海道大学大学院法学研究科 教授 ○ R2.5.1就任

臨時委員 草 場 鉄 周 北海道家庭医療学センター 理事長 ○ R2.5.1就任

臨時委員 砂 山 圭 子 北海道総合在宅ケア事業団 訪問看護部長 ○ R2.10.20就任

臨時委員 髙 橋 佳 子 北海道保険者協議会 委員 ○ R2.6.16就任

臨時委員 坪 田 伸 一 日本労働組合総連合会北海道連合会 総合政策局長 ○ R2.5.26就任

臨時委員 鳥 本 ヒサ子 公立芽室病院をみんなで支える会 会長 ○ R2.5.1就任

注）五十音順、敬称略



- 119 -

北海道医療審議会委員名簿

任期：①平成３１年２月～令和３年２月・②令和３年３月～令和５年３月

氏 名 所 属 等 役 職 履 歴 備 考

池田 輝明 北海道精神科病院協会 会長 ①②

泉 司 北海道身体障害者福祉協会 常務理事 ①

榎本 郁子 北海道女性団体連絡協議会 幹事 ②

上田 順子 北海道看護協会 会長 ①②

大場 久夫 全国健康保険協会北海道支部 支部長 ①②

片桐 由喜 小樽商科大学商学部 教授 ①②

加藤 剛士 北海道市町会 理事 ②

桑島 昭文 厚生労働省北海道厚生局 局長 ①R1.11.12就任②

佐古 和廣 北海道医師会 副会長 ①R1.8.14就任②

高橋 昌幸 北海道町村会 理事 ①R1.11.12就任②

竹内 伸仁 北海道薬剤師会 会長 ①②

出光 英哉 北海道国民健康保険団体連合会 常務理事 ①②

長島 博子 北海道消費者協会 副会長 ①②

長瀬 清 北海道医師会 会長 ①② 会 長

中瀨 省 北海道厚生農業協同組合連合会 代表理事会長 ①R2.11.16就任②

中村 博彦 北海道病院協会 理事長 ①②

野村 宏之 社会福祉法人北海道社会福祉協議会 事務局次長 ①R2.8.21就任②

畠山 鎮次 北海道大学大学院 教授 ②

深澤 雅則 北海道医師会 副会長 ①② 会長代理

藤田 一雄 北海道歯科医師会 会長 ①②

藤原 秀俊 北海道医師会 副会長 ①②

松岡 伸一 全国自治体病院協議会北海道支部 支部長 ①②

松家 治道 札幌市医師会 会長 ①②

松野 哲 北海道市町会 理事 ①

三浦 哲嗣 札幌医科大学 医学部長 ①②

道端 和則 健康保険組合連合会北海道連合会 常務理事 ①②

森下 美紀子 北海道女性団体連絡協議会 理事 ①

矢吹 徹雄 矢吹法律事務所 所長 ①②

八若 保孝 北海道大学大学院 歯学研究院長 ①②

吉岡 充弘 北海道大学大学院 医学研究院長 ①

吉田 晃敏 旭川医科大学学長 学長 ①②

注）五十音順、敬称略


